
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新東名(静岡県)インパクト調整会議 
国土交通省中部地方整備局 
ＮＥＸＣＯ中日本東京支社 

静     岡     県 

静     岡     市 

浜     松     市 

新新東東名名高高速速道道路路((御御殿殿場場 JJCCTT～～三三ヶヶ日日 JJCCTT))  

開開通通後後６６ヶヶ月月間間のの交交通通状状況況おおよよびび整整備備効効果果  



 

・ 新東名の平均交通量は、全日４１千台/日、平日３８千台/日、休日４７千台/日 

・ 静岡県内の新東名と東名の交通量合計は､全日１６％､平日１５％､休日１７％とそれ

ぞれ増加 

■平均交通量 
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１．新東名開通後６ヶ月間の平均交通量の変化 

１

TOPICS  新東名と東名の区間交通量 TOP３ 

新東名と東名の区間交通量に関する TOP３を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：NEXCO 中日本、国土交通省 交通量計測データ  

（御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ間の交通量を集計） 

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～10月 16 日（日） 

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～10月 14 日（日） 

◆新東名“区間交通量”ＴＯＰ3 ◆東名“区間交通量”減少量ＴＯＰ3 

順

位 
区間名 

交通量 
(千台/日)

１
位 

新清水 IC～新清水 JCT 46.４ 

２
位 

新富士 IC～新清水 IC 45.9 

３
位 

長泉沼津 IC～新富士 IC 44.8 
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(千台/日) 

１
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清水ＪＣＴ～清水 IC 
▲36.2 

(71.3→35.1)

２
位 

沼津ＩＣ～富士 IC 
▲33.0 

(74.1→41.1)

３
位 

富士川ＳＡ～清水 JCT 
▲32.3 

(71.3→39.0)

凡例：交通量前年比 
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出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ  

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～10月 16 日（日） 

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～10月 14 日（日）



 

・静岡県内の主要断面における新東名、東名、国道の断面交通量は、全日最大１４％､

平日最大１４％、休日最大１５％とそれぞれ増加 

・並行する国道は、全体的に大きな変化無し（新東名の開通に合わせ４車線化した国道

１号静清バイパスの静岡県中部断面が増加傾向） 

 

③静岡県西部断面      ②静岡県中部断面     ①静岡県東部断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③静岡県西部断面      ②静岡県中部断面     ①静岡県東部断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：NEXCO 中日本、国土交通省 交通量計測データ  

平日開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～10月 16 日（日）の平日 

平日開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～10月 14 日（日）の平日 

休日開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～10月 16 日（日）の休日（土曜・日曜・祝日）

休日開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～10月 14 日（日）の休日（土曜・日曜・祝日）
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③ 静岡県西部断面 
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（ ）は仮称

② 静岡県中部断面
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■主要断面の交通量の変化 

２．静岡県内の主要断面における断面交通量（新東名・東名・国道）の変化 

２



 

・ 新東名の平均ＩＣ(インターチェンジ)利用交通量は､全日３４千台/日、平日３０千台/

日、休日４２千台/日 

・ 静岡県内の新東名と東名の平均ＩＣ利用交通量は､全日１４％､平日１１％､

休日１９％とそれぞれ増加（行動圏の拡大や来県者の増加） 

■平均ＩＣ利用交通量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 開通後６ヶ月間に静岡県内で発生した１０㎞以上の渋滞は１１回 

・ 昨年同時期に東名の静岡県内で発生していた渋滞回数と比較すると、約９割減少 

■渋滞状況の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．新東名開通後６ヶ月間の渋滞状況の変化 
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出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ  

（料金所を通過した台数の日あたり平均値（１回の利

用につき１台カウント）） 

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～10 月 16 日（日）

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～10 月 14 日（日）

開通前   開通後

９割減

11 回

148 回
【
渋
滞
回
数
】 

（回） 
東名１回 

新東名 10 回 

東 名 

開通後開通前 

出典：NEXCO 中日本データ 

   交通集中に伴う 10km 以上の渋滞回数  

開通前：平成 23 年 4月 17 日（日）～10 月 16 日（日）

開通後：平成 24 年 4月 15 日（日）～10 月 14 日（日）

３．新東名開通後６ヶ月間の平均ＩＣ(ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ)利用交通量の変化 

 富士川橋付近  富士川橋付近

東名 新東名

３



 

・ 東名の平均旅行速度は、新東名開通後、約 95km/h（５km/h 上昇）､新東名は 98km/h 

・ 新東名と東名における人身事故件数は、昨年同時期の東名の件数より約３割減少 

 

■旅行速度【所要時間】の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■交通事故の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

４

５．新東名・東名の旅行速度と交通事故の変化 

約９０km/h 【１１２分】 

約９５km/h 【１０６分】 

約９８km/h 【９９分】 

出典：民間プローブデータを用いた集計結果 

  開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～8月 31 日（水） 

  開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～8月 31 日（金） 

旅行速度は、御殿場 JCT～三ヶ日 JCT 間※の各区間の旅行速度の平均値※東名の 80km/h 規制区間及び連絡路は対象としない。 

所要時間は、新東名・東名とも御殿場 JCT～三ヶ日 JCT 間の時間 

旅行速度  【所要時間】 

東名の速度が

約５km/h上昇

出典：静岡県警記者発表 

   開通前：平成 23 年 4月 14 日（木）～10 月 13 日（木）

開通後：平成 24 年 4月 14 日（土）～10 月 13 日（土）

全事故数 

１割減少 

人身事故数 

３割減少 



 

・ 新東名は東名より速く､全区間一定速度（100km/h程度）で走行でき､走りやすい道路

・ 東名の所要時間のばらつき減少（３４分→１２分）、定時性が大幅に向上 

■ＩＣ間の旅行速度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ間の所要時間の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５

６．新東名・東名の所要時間に関する定時性 

新東名 

～～
東名 

約６km/h 向

約７km/h 向上 約７km/h 向上

道路利用者も新東名の走りやすさを実感 “満足度 約９割” 

約６km/h 向

新東名 
東名 

(新東名開通後) 

東名 

(新東名開通前)

※国土交通省 中部地方整備局・国土技術政策総合研究所による 

民間プローブデータを用いた集計結果 

  開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～8月 31 日（水） 

  開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～8月 31 日（金） 

★特異値(所要時間の上位 10％、下位 10％)を除いた所要時間のばらつき101～135 分 

東名(新東名開通後)のばらつき★ 

新東名のばらつき★ 
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所要時間(分)

☆グラフの見方：グラフの幅と高さ☆ 

狭くて高い＝ばらつきが小さい 

      →いつも同じ到着時間 

広くて低い＝ばらつきが大きい 

      →到着時間が不確定 
高

低

広狭

バラツキが

小さい 

東名所要時間ワースト

273 分 → 197 分 

76 分短縮 

※国土交通省 中部地方整備局・国土技術政策総合研究所による 

民間プローブデータを用いた集計結果 

  開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～8月 31 日（水） 

  開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～8月 31 日（金） 



 

・ 新東名・東名の利用者は、業務利用、観光利用とも約９割が満足傾向 

・ 新東名は、「運転しやすく快適に走行可能」が約９割と走りやすさを実感 

・ 東名では、「交通渋滞が減った」が約８～９割と定時性の向上を実感 

■「新東名」利用の満足度と効果の実感 

 業務利用                    観光利用 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「東名」利用の満足度と交通状況の実感 

 業務利用                    観光利用 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：国土交通省 道路利用者アンケート調査 平成 24 年 9 月 23 日(日) 27 日(木)、新東名:駿河湾沼津 SA､静岡 SA､浜松 SA､東名:富士川 SA､日本坂 PA の各上下線､焼津さかなセ

ンター､はままつフルーツパーク､富士山せせらぎ広場､道の駅富士､道の駅宇津ノ谷峠､道の駅玉露の里､道の駅川根温泉にて利用者に配布。配布数 4,835 通のうち回収は 942

通（回収率 19.5％） 

 

 
 

9%

47%

50%

44%

64%

75%

92%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

移動エリアの拡大

災害時などの
代替路線の確保

定時性の確保

渋滞や事故時の

経路選択性の向上

移動時間の短縮

運転しやすく
快適に走行可能

n=418

満足

81%
不満

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=52

大変満足

35%
満足

59%

不満

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=255

大変満足

40%

満足

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=43

大変満足

13%
満足

72%

やや不満

13%
不満

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=109

９割 

９４％

９１％ 

11%

42%

47%

60%

61%

70%

70%

94%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

移動エリアの拡大

安定走行による
製造品等の品質向上

災害時などの

代替路線の確保

定時性の確保

渋滞や事故時の
経路選択性の向上

移動時間の短縮

運転しやすく
快適に走行可能

n=142

以前より減った

29%

以前より減った

67%

以前より減った

90%

変わらない

47%

変わらない

10%

以前より減った

53%

以前より

増えた

8%

以前より増えた

22%

変わらない

49%

変わらない

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県外ナンバーの

車両

交通事故

大型車の量

交通渋滞 n=50

n=49

n=45

n=45

以前より減った

25%

以前より減った

50%

以前より減った

80%

変わらない

56%

変わらない

47%

以前より減った

41%

以前より

増えた

3%

以前より

増えた

1%

以前より

増えた

19%

以前より

増えた

3%

変わらない

19%

変わらない

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県外ナンバーの

車両

交通事故

大型車の量

交通渋滞 n=90

n=78

n=68

n=73

９６％ 

９割

９割 ９割

やや
不満
4％

やや
不満
5％

大変満足 

10％ 

やや
不満
8％ ８５％

７．新東名・東名の道路利用者の満足度 
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・ 通過交通の約７割が新東名、内々交通の約８割が東名利用、役割分担が明確に 

・ 東名の移動距離の長い通過交通が新東名に転換（平均移動距離１８０→２７０km） 

・ 新東名利用は、東名に比べ燃費が向上（年間約３８万円の節約） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2.6 万（台/日） 

1.4 万（台/日） 

1.5 万（台/日） 

約 180km 約 120km

約 270km

８．新東名開通による静岡県内の高速道路の交通動向の変化

開通前 開通後 
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出典：(社)全国物流ネットワーク協会が調査を実施 

・調査期間：平成 24 年 3 月及び 4 月 

・調査方法：数社のサンプリング調査 

・対象車両：東京ＩＣ～名古屋ＩＣ間の直行便トラック 

燃費向上率

６.６４％

0.0 

年間利用の場合 

約３８万円の節約 
１往復で軽油約 13.9 節約 

出典：NEXCO 中日本データ  

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～7月 16 日（土） 

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～7月 14 日（土） 

■新東名は、東名に比べ約７％燃費が向上、年間で約３８万円の節約 

■大型車平均交通量と平均移動距離の変化 

出典：新東名(静岡県)インパクト調整会議による試算 

・利用条件：1 ヶ月 20 日で 12 か月稼働 

・延  長：東名 325.5km、新東名 315.4km 

７

■新東名と東名の役割分担の明確化 

出典：NEXCO 中日本 高速道路利用データ（ETC 車両対象） 

    開通前：Ｈ23.9.1（木）～Ｈ23.9.30（金） 
◆通過交通：御殿場 JCT～三ヶ日 JCT を通過する利用交通。 

◆内々交通：御殿場 JCT～三ヶ日 JCT 間のＩＣどうしの利用交通。 
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新東名 

15.1

東名 

6.8 
併用 

0.8 
併用

6.0



0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

開通前 開通後

 

・ 東名集中工事期間中の御殿場ＪＣＴ～三ケ日ＪＣＴ間の渋滞量は、約９割減少 

・ 期間中の東名 御殿場ＪＣＴ～三ケ日ＪＣＴの通常時に比べた遅れ時間は約７割減 

・ 新東名は遅れ無し（通常時と同じ所要時間） 

 
■御殿場ＪＣＴ～三ケ日ＪＣＴの渋滞状況の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■御殿場ＪＣＴ～三ケ日ＪＣＴの平均所要時間の変化 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８

９．東名集中工事期間中の渋滞状況、所要時間の変化 

出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ 

開通前：平成 23 年 10月 11 日（火）～10 月 21 日（金）の平日

開通後：平成 24 年 10 月 9 日（火）～10 月 19 日（金）の平日

  

工事に伴う渋滞量※ 

 ※渋滞量：渋滞規模を表す指標（渋滞長×渋滞時間） 

渋
滞
量 

（km・h） 

９割減 

436km･h 

参考 東名集中工事（昼夜連続車線規制）の概要 

 ○開通後（平成２４年度） 日  時：１０月９日（火）～１０月１９日（金）の土日を除く９日間 

実施区間：東京ＩＣ～三ケ日ＩＣ 

○開通前（平成２３年度） 日  時：１０月１１日（火）～１０月２１日（金）の土日を除く９日間

実施区間：東京ＩＣ～豊田ＩＣ

出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ 

   通常時：平成 24 年 9 月 25 日（火）～ 9 月 28 日（金）の平日※ 

  開通前：平成 23 年 10 月 11 日（火）～10月 21 日（金）の平日 

 開通後：平成 24 年 10 月 9 日（火）～10月 19 日（金）の平日 

 

※通常時の平均所要時間は IC 間を 80km/h で走行した場合の所要時間としている。

遅れ時間

無し 

新 東 名

遅れ時間（分） 

通常時 

110 分 

約 20 分遅れ 

約７０分遅れ 

通常時 

115 分 東 名 

遅れ時間 

約７割減

遅れ時間（分） 

集中工事時 

（開通前） 

集中工事時 

（開通後） 



 

・ 東名の大型車の事故による通行止めでは、新東名の交通量が前週の１．４倍と、ダブ

ルネットワーク効果が発現 

・ 台風１７号による通行止めでは、予報により、早い時間からの新東名へ転換傾向、新

東名を迂回利用した企業は、リダンダンシー効果を実感 

 

■事故による東名通行止め時の交通量(上り)の変化（前週同時間比較） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■台風による東名通行止め時の交通量の変化（前週同時間比較） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９

国道１号バイパス（上り） 

【志戸呂】 

出典：NEXCO 中日本、国土交通省交通量計測データ 

H24.4.23（月）3 時～13 時と前週 16（月）を比較。吹き出し部：5

時～10 時までの交通量計の前週比。 

志戸呂

0

2

4

6

8

10

12

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

前週同時間 事故規制実施時（百台/ｈ）

交通量１.２倍
並行する 

国道1号バイパスを

迂回利用 (時) 

新東名（上下線） 

新清水 IC～新富士 IC 

早め早めに対応して、新東名ルートで

問題なく搬送することができた。 

（磐田市 惣菜会社） 

出典：国土交通省ヒアリング

全車 

大型車 

岐阜 

出典：NEXCO中日本、国土交通省交通量データ前週9月23日～9月24日/通行規制実施時9月30日～10月1日  

新東名（上り線） 

森掛川 IC～島田金谷 IC 

0

5

10

15

20

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

前週同時間 事故規制実施時（百台/ｈ）

交通量１.４倍 

(時) 

(時) 

(時) 

並行する新東名を 

迂回利用 

0
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40
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1
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1
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1
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1
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1
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1
9

2
0

2
1

2
2

2
3 0 1 2 3 4 5 6 7

前週同時刻 通行規制実施時（百台/ｈ）

転換傾向 

転換傾向 

出典：国土交通省ヒアリング 

１０．東名通行止め時にダブルネットワーク機能が発現 

東名：富士 IC～清水 JCT 間

上下線通行止め 

東名：吉田 IC～袋井 IC間 

上り線通行止め

これまで一般道の迂回では倍以上のロスが生

じたが、新東名高速利用では、いつもと変わ

らない時間に 戻ってくることができた。 

（沼津市Ａ社） 



 

・ 新東名の休憩施設には、防災救急機能の一つとしてヘリポートを設置 

・ 遠州森町ＰＡで発生した急病人に対して、ドクターヘリが出動し、医師による迅速な

医療処置を実施 

 

■ドクターヘリの離着陸（事例） 

休日午後、遠州森町ＰＡ内で急病人が発生。浜松消防がドクターヘリの出動を要請、ＰＡ内ヘリポートに

着陸。急病人は、迅速かつ適切な医療処置を受けることができました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10

遠州森町ＰＡで急病人発生 

携帯電話で 119 番 
   午後 １ 

  １分後 ２ 

  ８分後 ３ 

  10 分後 ４ 

  19 分後５ 

消防指令センターからの要請で浜松市

消防局赤佐出張所から消防隊が出発 

現地状況連絡からドクターヘリを要請

（４分後）  
聖隷三方原病院のドクターヘリ出動

（医師・ナースが搭乗）

  28 分後６ 

ドクターヘリ遠州森町ＰＡ上空到着 

浜松市消防局と調整しヘリポートに着

陸、急病人のもとへ 

医療処置終了 

その後、ドクターヘリで聖隷三方原病院

へ搬送 

ドクターヘリが消防隊と合流 

処置開始 

写真：浜松市消防局提供 

至 

浜
松
浜
北

至 

森
掛
川

 １

 ４

 ５

ヘリポート

遠州森町ＰＡ（上り）

迅
速
な
処
置 

ヘリポート ４

 ５

当日状況写真：聖隷三方原病院提供 

 ２

 ３ 

遠州森町ＰＡ 

 １

出典：国土交通省ヒアリング

・これまでも、本線上などへの着陸は

あったが、手続きなどに時間がかか

った。しかし休憩施設にヘリポート

があることで、迅速に着陸できた。

（聖隷三方原病院（ヘリ担当）） 

・ 医療上、より早い医師による処置

（ファーストタッチ）が重要であ

り、実現しやすい環境となった。 

・ 新東名は山間部を通過し、近隣に医

療施設がないため、ヘリでの搬送は

有効である。 

（聖隷三方原病院（医局）） 

１１．休憩施設における防災救急機能の発揮(ヘリポートの活用) 



 

・ 商業施設であるネオパーサ（７箇所）の６ヶ月間の来場者数は、約２,４００万人 

・ 静岡ＳＡスマートＩＣは休日２.２千台/日、浜松ＳＡスマートＩＣは休日２.９千台/

日が利用 

・ 周辺住民からスマートＩＣや商業施設の利用による利便性向上の声 

■高速道路商業施設の利用状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 
 
 
 
 

 
 
■スマートＩＣの利用状況 
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１２．新東名の商業施設(ネオパーサ)とスマートＩＣの利用状況 

出典：NEXCO 中日本 各 NEOPASA 出入口での観測結果 

平成 24 年 4 月 14 日(土)～10 月 14 日(日) 

平成 24 年 9 月撮影 

スマートIC スマートIC

・高速道路まで３０分程度かかってい

たが、新東名のスマートＩＣが出来

たことで、１０分程度で利用できる

ようになり大変便利になった。また、

高速道路の利用頻度も以前より増え

た。 

浜松ＳＡ付近の住民の声 静岡ＳＡ付近の住民の声

・SA内のラーメン店が２４時間営業と

いうこともあり、利用している。 

・ＳＡ内にドッグランがあるので、散歩

時に利用している。 

・街が便利になっていることを実感して

いる。ＳＡがなければこんなに便利だ

とは体感できなかっただろう。 

出典：浜松市・静岡市ヒアリング

浜松ＳＡスマートＩＣ出入交通量 

1.6

2.9

2.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
（千台／日）

静岡ＳＡスマートＩＣ出入交通量

出典：NEXCO中日本 交通量計測データ 

   平成24年4月15日（日）～10月14日（日） 

1.4

2.2
1.6

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
（千台／日）

全日 平日 休日全日 平日 休日 

出典：国土交通省 駿河湾沼津ＳＡ（上り）利用者アンケート 

（平成 24 年 9 月 15 日(土）） 

観光

65%買物8%

帰省5%

駿河湾

沼津SA

5%

ドライブ

3%

業務

2%
その他

12%

サービスエリアを目的と

する利用も見られます。 

回答者数Ｎ=235 

移動の目的は？

サービスエリアの快適さがホッと安心

につながっているように感じます。家族

で旅行して帰りに寄ると一息つけて「さ

あ！もう一頑張り」と安全運転につなが

るようにも思えて助かります。 

サービスエリアを目的にドラ

イブで来ました。ここだけの限

定グッズなども売っていてと

ても楽しかった。 

出典：NEXCO 中日本お客さまの声

NEOPASA 浜松 NEOPASA 静岡 

〈駿河湾沼津ＳＡ利用者アンケート結果〉



 

・ 浜松市内の新東名沿線企業 「開通により企業活動に効果があった」と６割が回答 

・ 「出発時間を遅くできるようになった」「目的地付近での待ち時間が減った」との意見

■浜松市内 沿線企業の活動変化 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
企業活動における主な効果(自由意見抜粋) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ１：新東名開通後、これまで主に利用し

ていた高速のＩＣが変わりましたか？

 N=51

変わらない
39%

方面別に使
い分けるよ
うになった

18%

新東名のＩＣ
を主に使う

ようになった
43%

浜
松
浜
北
IC 

浜
松
西
IC 

浜
松
IC

調査範囲 三
ヶ
日
JCT 

三
ヶ
日
IC 

浜松いなさ JCT 

浜松いなさ IC 

浜
松
SA 

IC 

スマート 

６割

変わらない
67%

とても効果が
あったと思う

20%

まあまあ効果
があったと思う

44%

あまり効果は
無かったと思う

23%

わからない
13%

Ｑ２：開通前に主に利用してい

た東名ＩＣ 
Ｑ３：開通後に主に利用して

いる新東名ＩＣ 
Ｑ４：高速道路を利用する際の出発時間に変化

はありましたか？ 

Ｑ５：目的地（輸送先・営業先）付近での“待ち時間”

に変化はありましたか？ 

N=31

N=30 

Ｑ６：総じて、新東名の開通が御社への企業活動に効果

はありましたか？ 

N=30

変わらない
58%

新東名開
通前よりも
遅く出発で
きるように

なった
42%

48%

68%

16%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

浜松IC

浜松西IC

三ヶ日IC

その他

45%

58%

6%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

浜松浜北IC

浜松SA
スマートIC

浜松いなさIC

その他

N=31 N=31

新東名開通前より

も “ 待 ち 時 間 ” が

短縮した 33% 

複数回答含 複数回答含 

64％

【利便性の向上（ＩＣアクセス性の向上・時間短縮等）】 
・ 疲れにくい。時間短縮できるようになった 

・ 新東名浜松ＳＡからスマートインターで乗り降りが出来るので、時間短縮につながっている 

・ 到着時間が少し早くなり、心理的に余裕ができた 

・ 選択が広がった 
 

【新東名の走行性に対する声】 
・ 道幅が広く、運転しやすい 

・ 疲れにくい 
 

【東名に対する声】 
・ 東名の交通量が減って走りやすくなった 

出典：国土交通省 浜松市内新東名沿線アンケート調査 

浜松市浜松市内（北区・浜北区）の企業へ電話アンケート 

平成 24 年 7 月上旬 回答 53 社 

１３．新東名開通による企業活動の変化 
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・ 新東名の開通に伴い、アクセス道路となる(主)山脇大谷線および静清バイパスの交通

量がそれぞれ約１割増加 

・ (主)山脇大谷線の整備によるアクセス性の向上、および静清バイパスの４車線化によ

り静岡市街地への交通の分散 
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（
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48.6 51.5
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60

交
通

量
（
千

台
／

日
）

開通前
（４車線化前）

開通後
（４車線化後）

これまで東名静岡ＩＣまで３０分以上掛かったが

新静岡ＩＣへは１０分程度でアクセスでき非常に

助かっています。（静岡県赤十字血液センター）

（主）山脇大谷線交通量（平日） 

1 割増

(主)山脇大谷線 

至 静岡市街地 

至 新静岡ＩＣ 

国道1 号静清バイパス4 車線化
（平成 24 年 2 月 14 日） 

132144

40

0

50

100

150

200

開通前 開通後

（百台/日）

東名静岡ＩＣ 新東名新静岡ＩＣ

172

ＩＣ利用交通量（全日） 

出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ  

開通前：平成 23 年 4 月 17 日（日）～7 月 16 日（土） 

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～7 月 14 日（土） 

1 割増 

開通後（４車線化後） 

新東名開通後、 

交通量は増加したが、 

上下線とも渋滞解消 

2 割増 

開通前（４車線化前） 

アクセス性

の向上 

交通の 

分散 

交通の 

分散 

出典：静岡県 交通量計測データ  

開通前：平成 23 年 11 月 24 日（木）

開通後：平成 24 年 5 月 17 日（木）

国道 1 号静清バイパス交通量（平日） 

昭
府
IC 

出典：国土交通省 交通量計測データ  

開通前：平成 24 年 2 月 9 日（木） 

開通後：平成 24年 5月 17 日（木） 

昭
府
IC 

至 唐瀬 IC 

至 平和 IC 

至 平和 IC 

至 唐瀬 IC 

渋滞が 

発生 

１４．高速道路へのアクセス性向上と市街地への交通分散効果 

■国道 1 号ＢＰ4 車線化と山脇大谷線による交通分散

出典：国土交通省ヒアリング 
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・ 新東名へのアクセス道路である国道１５２号バイパスの開通により、浜松市内の生活

道路を通過する交通が約７割減少 

・ 地元の交通状況を良く知る方からは「通学路の安全性が向上した」との声 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

200

670

0

200

400

600

800

バイパス開通前 バイパス開通後

14

バイパス開通後、交通量が少なくなっ

て、子ども達も安全に通学できる様に

なったと思っています。 

(市道浜北芝本天竜川線 交通誘導員) 

（台/2H） 

出典：浜松市 交通量計測データ 

 開通前：Ｈ24.3.13 開通後：Ｈ24.5.17 AM7:00～9:00 

芝本駅入口交差点右左折車両の交通量

約 7 割減 

開通後

生活道路（通学路） 

国道 152 号バイパス開通 
（平成 24 年 3 月 28 日） 

平成 24 年 3 月早朝撮影 平成 24 年７月早朝撮影 

通学路 

：通学路

：開通前

：開通後

至 

浜
松
SA

スマート

IC
至 

森
掛
川
IC 

開通前 

■新東名アクセスへの通過交通の転換

市道浜北芝本駅

天竜川線 

遠
州
鉄
道 

写真撮影→

芝本駅入口 

交差点 

１５．新東名アクセス道路開通による生活道路の変化 



 

・ 新たな高速ＩＣ３０分圏域、また新東名、東名両方からの３０分圏域が拡大 

・ 新東名沿線の観光・休憩施設管理者は、新東名開通後に県外からの利用者の増加を実

感 

■新東名・東名のＩＣアクセス圏域 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 はままつフルーツパーク          富士山せせらぎ広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道の駅「川根温泉」            道の駅「玉露の里」 
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１６．ＩＣアクセス圏域の拡大と沿線観光･休憩施設の集客の変化 

浜松ＳＡスマート

ＩＣからフルーツ

パークまでの行き

方に関する問い合

わせが増えました。

新東名が開通し、

県外からの来客が

多くなったが、も

っと増やしたい。

川根の良さを県外

の方に知ってもら

い宿泊客も増やし

たい。 

新東名が開通し、県

外からの来場が増

加したと感じてい

る。 

はままつフルーツパーク 

富士山せせらぎ広場

道の駅「玉露の里」

道の駅「川根温泉」 

島田金谷 IC 

沼津市 

静岡市 

新富士 IC

浜松市 

浜松 SA 

スマート IC 

藤枝岡部 IC 

出典：民間プローブデータを用いた集計結果（休日 12 時間の平均旅行速度）

  東名:平成 23 年 6 月 

   新東名･伊豆縦貫道・三遠南信道:平成 24 年 6 月 

ＳＬ 

新東名の新たなIC30分カバー圏

東名・新東名IC30分重複カバー圏

伊豆縦貫道・三遠南信道のIC30分カバー圏

東名IC30分カバー圏

新東名の新たなIC30分カバー圏

東名・新東名IC30分重複カバー圏

伊豆縦貫道・三遠南信道のIC30分カバー圏

東名IC30分カバー圏

出典：国土交通省ヒアリング 



 

・ 新東名沿線の観光・休憩施設の駐車場利用は県外車両が増加 

・ 各施設の利用者アンケート結果では、昨年に比べ滞在が長時間化の傾向 

■新東名沿線の観光・休憩施設の駐車車両と滞在時間の変化 

はままつフルーツパーク             富士山せせらぎ広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

道の駅「川根温泉」              道の駅「玉露の里」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16

120
分以
上

90分

60分

15 分 

120
分以
上

90分

60分

30 分 

15分

30分

60分

120 分

以上
60分

30分

15分

120 分

以上15分

30分

60分90分

120
分以
上

120
分以
上

90分

60分

30分
15分

61％ 80％ 

開通前 開通後 

n=23 n=30 

31％

59％

15分

30分

60分

90分

120
分

以上
120
分

以上

90分

60分

30分

開通前 開通後

n=13 n=29

6％ 12％

開通前 開通後

n=16 n=25

49％ 

60％ 
開通前 開通後

n=47 n=48 

出典:国土交通省 中部地方整備局・浜松市 車籍地・利用者アンケート調査結果 

   開通前:平成 23 年 11 月 20 日(日)アンケート配布･車籍地調査（14 時台） 

   開通後:平成 24 年 9月 23 日(日)アンケート配布､10 月 7 日(日)アンケート配布･車籍地調査（14 時台）
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・ 新東名・三遠南信自動車道の開通により日帰り観光圏が拡大､鳳来峡ＩＣからの９０分

圏交流人口は、愛知県内人口の約９割、静岡県内人口の約７割 

・ 道の駅「信州新
しんしゅうにい

野
の

千石
せんごく

平
だいら

」では、休日の買い物客数が約５割増加、「県外からの来客

が増えた」との施設管理者の声 
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31%増 
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新東名 
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休日 

（百台/日） 
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１７．新東名とネットワークを形成する三遠南信自動車道の変化

広域圏から道の駅までの
想定ルート

：上り（飯田方面）

：下り（浜松方面）

広域圏から道の駅までの
想定ルート

：上り（飯田方面）

：下り（浜松方面）

新東名開通後は、静岡県方面や関東方面、

愛知県方面と広域から利用者が増えまし

た。(道の駅運営者) 

10

30

13

45

0

10

20

30

40

50

平日 休日

（百人）

1.5 倍 

開通前：平成 23 年 9 月 13 日～16 日の平日平均

平成 23 年 9 月 17 日～19 日の休日平均

開通後：平成 24 年 9 月 11 日～14 日の平日平均

平成 24 年 9 月 15 日～17 日の休日平均

  :開通前 

  :開通後 
1.3 倍 

出典 国土交通省ヒアリング

浜松いなさ JCT

出典：国土交通省交通量計測データ  

平日：平成 24 年 9 月 11 日（火）～9月 14 日（金） 

休日：平成 24 年 9 月 15 日（土）～9月 17 日（月・祝）

鳳来峡 IC 

■道の駅「信州新
しんしゅうにい

野
の

千石
せんごく

平
だいら

」買い物客数の変化 

 

鳳来峡ＩＣ

名古屋市 

静岡市

豊田市 

浜松市

豊橋市 

岡崎市 

沼津市 

静岡県内人口の

約７割 

愛知県内人口の

約９割 

出典：民間プローブデータを用いた集計結果

（休日 12 時間の平均旅行速度） 

   開通前:平成 23 年 6 月 

   開通後:平成 24 年 6 月 

出典：国土交通省データ  

開通前：平成 24 年 3 月 5 日（月）～4月 13 日（金）

開通後：平成 24 年 4 月 15 日（日）～10 月 14 日（日）

■三遠南信自動車道 平・休別､時間帯別交通量

■三遠南信自動車道の鳳来峡ＩＣの９０分圏域の拡大

■三遠南信自動車道の交通量 

42%増 

平成 24 年 3 月開通

平成 24 年 4 月 14 日

新東名同時開通

休日利用者数 

１.５倍に増加
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0
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0
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・ 平成２５年度に三島塚原ＩＣ～函南塚本ＩＣ間が開通(延伸)すると、ＩＣ３０分圏域

は約２倍に拡大、伊豆地域全体の約４割の地域がＩＣから３０分以内で到達 

・ 伊豆半島の玄関口にある主要な観光施設では、入り込み客が増加傾向 
※ここでの伊豆地域は、沼津市、熱海市、三島市、長泉町、函南町以南の市町が対象 

■伊豆縦貫自動車道によるＩＣ３０分圏域の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■伊豆地域の主要観光施設の入り込み客数の変化 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
平成 21 年度 

開通 

三島塚原 IC 
平成 25 年度 

開通予定 

函南塚本 IC 

下田市 

伊東市 

伊豆市 

三島市 

沼津市 

南伊豆町 

西伊豆町 

松崎町 

河津町 

東伊豆町 

伊豆の国市 

熱海市 

函南町 

長泉町 

清水町 

裾野市 

大平 IC 

伊豆中央道 

修善寺道路 

天城北道路 

伊豆縦貫自動車道 

 

長
泉
沼
津
IC

沼
津
IC 

裾野 IC

平成 21 年度 

開通 

大型展望水門
びゅうお 

伊豆の国 

パノラマパーク

あわしまマリン
パーク

伊豆・三津 
シーパラダイス

修善寺 虹の郷 

らんの里堂ヶ島

下田海中水族館 

伊豆アニマル

キングダム 

伊豆シャボテン

公園 

凡 例  
：前年比 1.05 以上
：前年比 0.95～1.05

：前年比 0.95 以下

三島塚原 IC

平成 25 年度 

開通予定 
函南塚本 IC
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東名・新東名高速道路30分圏

伊豆縦貫自動車道 H21開通後30分圏

伊豆縦貫自動車道 H25開通後30分圏

■伊豆縦貫自動車道の交通量 

（百台/日） 
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243
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100

150
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300

新東名 

開通前 開通後

全日 

新東名 

開通前 開通後

平日 

新東名 

開通前 開通後

休日 

23%増 22%増 25%増

出典：国土交通省データ  

開通前：平成 23 年 4月 17 日（日）～10 月 16 日（日）

開通後：平成 24 年 4月 15 日（日）～10 月 14 日（日）

出典：民間プローブデータを用いた集計結果 (平成 24 年 6 月 休日 12 時間の平均旅行速度) 

H21 開通後 30 分圏:平成 21 年度開通区間（三島塚原 IC）からの 30 分圏域 

H25 開通後 30 分圏:平成 25 年度開通予定区間を含め伊豆中央道+修善寺道路+天城北道路(太平 IC)からの 30 分圏 

出典：観光施設アンケートによる入り込み客数（カウント方法は各観光施設による） 

平成 22 年～平成 24 年の 4 月～9 月（各年 5ヶ月間） 

伊豆の国パノラマパークは、H23 からカウント開始 

らんの里堂ヶ島 

(西伊豆町) 
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(東伊豆町) 
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※イベント開催による増加が影響

大型展望水門びゅうお 

(沼津市) 
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伊豆地域全体の

約４割 

・平成２５年度には伊豆縦貫自動車

道が開通し、伊豆中央道との接続に

よる時間短縮が見込めます。これに

よる新東名との相乗効果に期待して

います。（下田海中水族館） 
出典：国土交通省ヒアリング

１８．新東名とネットワークを形成する伊豆縦貫自動車道の変化 



 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新東名高速道

東名高速道路
国道１号

東海道本線
東海道新幹線

三遠南信自動車道 

（佐久間～東栄） 

平成 30 年度開通予定 

中部横断自動車道

（新清水～富沢） 

平成 29 年度開通予定

遠州森町ｽﾏｰﾄ IC 

平成 25 年度完成予定 

大井川藤枝ｽﾏｰﾄ IC 

平成 27 年度完成予定

愛鷹ｽﾏｰﾄ IC 

平成 27 年度完成予定
平成 26 年度 

開通予定 

平成 32 年度
開通予定 

平成 30 年度
開通予定 

平成 28 年度
開通予定 

東駿河湾環状道路 

（三島塚原～函南塚本）

平成 25 年度開通予定

新東名（御殿場 JCT～三ヶ日 JCT） 
平成 24 年 4 月 14 日（土）開通 

愛知県 

静岡県 

神奈川県

（ ）は仮称 

※未完成のスマート IC 名称は仮称 

・これまで高速道路・国道・ＪＲも通っ

ていなかった町。新たにできた新東名

に寄せる町内の期待は大きい。 

・観光客からは「早くスマートＩＣが開

通してほしい」と言う声を聞いていま

す。 

町内の観光施設の利用者数 

出典：森町 ヒアリング

出典：森町ヒアリング査 

開通前：平成 23 年 4 月～9 月 

開通後：平成 24 年 4 月～9 月 

出典：NEXCO 中日本 交通量計測データ 

平成 24 年 4 月 15 日（日） 

～10 月 14 日（日） 

・高速道路、国道、ＪＲも通っていなかった町での新東名に寄せる期待は大 

・観光客からは「早くスマートＩＣが開通してほしい」と言う声 

遠州森町スマート IC（仮称）

平成 24 年４月 連結許可 

平成 25 年度末 開通予定 

２０．今後の開通予定 

■森町の状況 
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開通前 開通後

（万人） 34％増加

香香勝勝寺寺  

表紙写真上段：NEXCO 中日本富士保全サービスセンター撮影 

森町 
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（千台／日）

森掛川 ＩＣ出入交通量 

約２倍 

全日 平日 休日

東京・名古屋

からの来訪者

あり 

１９．スマートＩＣへの地元の期待 
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[平成 24 年 11 月]




